日本混相流学会

2004年度第１回理事会　議事録

議事録署名人：
日時：2004年8月7日(土)13時～17時

場所：岡山大学大学院自然科学研究科棟２階D室
出席者(理事):有冨正憲（会長）、内藤正則(筆頭副会長)、清水昭比古(企画副会長)、土屋活美(情報部会長)、冨山明男(国際部会長)、賞雅寛而(企画部会長)、佐田富道雄(九州地区理事)、梅田眞三郎(中国四国地区理事)、大川富雄(リエゾン理事)、細川茂雄(学生会理事)、武居昌宏(総務部会長)

出席者(オブザーバー): 小泉安郎(年会講演会実行委員長)、近藤健(事務局)

議題と配布資料:

0. 会長挨拶、理事紹介、理事名簿の確認


[配布資料2004-1-01]

1. 今年度の理事会活動方針



[配布資料資料なし]

2. 理事会の開催日時場所と重要審議事項について

[配布資料2004-1-02]

3. 前回理事会議事録の確認と承認


[配布資料2004-1-03]

4. 総務委員の新設と委員名簿の確認について

[配布資料2004-1-04]

5. 総会資料(2004年度事業計画予算計画など)

[総会資料参照]

6. 地区代表の選出について



[総会資料参照]

7. 学会賞の選考準備について



[配布資料2004-1-05]

8. 情報部会報告




[配布資料2004-1-06]
9. 企画部会報告




[配布資料なし]
10. 国際交流部会報告




[配布資料なし]
11. 学生会報告





[配布資料2004-1-07]
12. リエゾン委員会報告




[配布資料なし]
13. 年会講演会・シンポジュウム委員会報告

[配布資料2004-1-08]
14. 学術会議、水力学・水理学専門委員会報告

[配布資料資料なし]
15. ロゴマーク選定について報告



[配布資料2004-1-09]
16. 役員選出内規の変更について



[配布資料2004-1-10]
17. 将来構想計画拠点委員学会会活動強化委員会について
[配布資料2004-1-11]
18. 学会名簿情報について



[配布資料なし]

19. その他

議事:
0.　会長挨拶、理事紹介、理事名簿の確認

有冨正憲新会長より挨拶があり、理事紹介、理事名簿の確認を行った。

1.　今年度の理事会活動方針
有冨正憲（会長）より、今年度の理事会活動方針について、説明があった。特に、理事会参加のための交通費の支払い方について削減の方向も含めて検討し、次回の理事会にて武居昌宏(総務部会長)より原案を提出し審議検討することとした。

2. 理事会の開催日時場所と重要審議事項について
有冨正憲（会長）より理事会開催日時場所について、説明があり、審議の結果、次の通り承認された。

●第2回理事会　9月4日(土)　13時～17時　東京お茶の水　日本大学

●第3回理事会　12月18日(土)　 13時～17時　大阪　吹田　大阪大学

●第4回理事会　3月5日(土)　 13時～17時　東京　

●第5回理事会　7月9日(土)　 13時～17時　大阪　

3.　前回理事会議事録の確認と承認

　武居昌宏(総務部会長)より前年度の議事録すべてに対して目を通してほしいとの依頼があり、了承された。

4. 総務委員の新設と委員名簿の確認について

　武居昌宏(総務部会長)より、総務委員会の新設について説明があり、承認された。また、委員名簿について説明があり、小泉安郎(年会講演会実行委員長）より、2005年年会講演会シンポジウム委員として、臼井健介先生(芝浦工業大学)が追加の説明があり、承認された。

5.　総会資料(2004年度事業計画予算計画など)
　武居昌宏(総務部会長)より、理事会資料として配布された2004年度事業計画予算計画を、再度確認していただき、赤字が出ないように、してほしいとのお願いがあった。
6.　地区代表の選出について

武居昌宏(総務部会長)より、重要審議事項として、評議員候補者を推薦する地区代表の任期が3年目の方についての説明があり、東海地区社河内先生、関西地区芹沢先生、中国四国地区逢坂先生であり、その後任人事については、東海地区については内山知実(東海地区理事)、関西地区については冨山明男(国際部会長)、中国四国地区は梅田眞三郎(中国四国地区理事)が前任者と相談の上、案を次回理事会のときに提出することが決まった。内山知実(東海地区理事)、および梅田眞三郎(中国四国地区理事）は欠席のため、武居昌宏(総務部会長)からその旨を説明することとした。また専門分野があまり偏らないように配慮して、選出することを確認した。評議員45の定数に対して、候補者も同数とすることが確認された。これに関して、評議員の選出方法を地区選出分と専門分野選出分に分けては如何かという意見が出た。

7.　学会賞の選考準備について
　武居昌宏(総務部会長)より、学会賞の選考準備について説明があり、選考委員長を内藤正則(筆頭副会長）、募集期限を平成１７年1月20日(木)とした。
8. 情報部会報告

土屋活美(情報部会長)から年間の編集方針について説明があり、原案通り承認された。冨山明男(国際部会長）より、赤川先生が混相流学会誌に連載していた記事をまとめて本を出版される旨が説明され、その版権を学会からその出版社に譲渡しても良いかとのご質問に対して、審議の結果譲渡しても問題はないことを承認した。

9. 企画部会報告
賞雅寛而(企画部会長)より、今年度の説明があり、原案通り承認された。賞雅寛而(企画部会長)より、従来の「オーガナイズド混相流フォーラム運営委員会」を、「オーガナイズド混相流フォーラム企画委員会」と改め、その下部組織として「オーガナイズド混相流フォーラム実行委員会」を置いては如何かとの提案があり、その企画委員会委員長として佐田富道雄(九州地区理事）、委員として賞雅寛而(企画部会長）、冨山明男(国際部会長）が選出され、承認された。
10. 国際交流報告

冨山明男(国際部会長)より、インターナショナルレクチャーシリーズの講師として、海外からのお客さんが来日した時には、連絡してほしいとの要請があり承認された。日欧二相流会議専門会議を、同志社大学で開催予定する旨の説明があり承認された。冨山明男(国際部会長)より、今年度の混相流年会におけるインターナショナルセッションの状況について説明があり、あまり活発でないとの説明があった。それを踏まえ、来年の混相流年会における当該セッションをどのようにコーディネートするか国際部会で検討し、その検討結果につい、次回理事会で再度審議することとした。

11. 学生会報告

　細川茂雄(学生会理事)より、学生会の活動について、報告があり原案通り承認された。

12.リエゾン委員会報告

　大川富雄(リエゾン理事)が講演会に出席のため、次回理事会にて報告することが了承された。
13. 年会講演会・シンポジウム委員会報告
小泉安郎(年会講演会実行委員長)より、来年度の年会講演会・シンポジウムについての概要説明があり、原案通り承認された。また、岡山で盛況なOSは引き続き、来年度も継続してOSをお願いしていただくことが確認された。また、シンポウジムの今後のあり方について議論した結果、その将来検討について、有冨正憲（会長）、冨山明男(国際部会長)、賞雅寛而(企画部会長)の間で原案を練ることが確認された。

14. 学術会議、水力学・水理学専門委員会報告

　社河内敏彦(学術会議専門委員会委員長)が欠席のため、次回の理事会にて報告することが了承された。

15. ロゴマーク選定について報告

　土屋活美(情報部会長)より、ロゴマークの原案について説明があり、各理事は原案を修正して再度次回理事会にて提出し、再検討することとなった。
16. 役員選出内規の変更について

　村瀬道雄(情報副会長)が欠席のため、有冨正憲（会長）より拠点委員のメンバーについて説明があり、原案通り承認された。事務局から事務手続きを行うことが承認された。内規の変更については、次回の理事会にて、再度検討することとした。

17. 将来構想計画拠点委員、学会会活動強化委員会について
梅田眞三郎(中国四国地区理事)より、将来構想計画拠点委員、学会会活動強化委員会について説明があり、高木先生が幹事長、専門分野も配慮した若手研究者のリストアップを行うことが承認された。有冨正憲（会長）より、分科会などのプロジェクトを公募したいとの提案があり、専門分野のキーパーソンを推薦していただきたい旨要請があり承認された。冨山明男(国際部会長)より、混相流学会の将来像について、大学企業との連携についての方針を明らかにし、混相流学問と混相流技術とのリンクする場の設定、新規プロジェクトのテーマをリサーチする部署などについての提案があり、この委員会で議論していくことが確認された。

18. 学会名簿情報について

　有冨正憲（会長）より、学会名簿の発行について説明があり、修正原稿を再度事務局から会員に郵送すること、事前購入の定価を2千円程度、定価を3千円程度とすること、名簿内の広告を理事が積極的に集めること、その広告料は1ページ4万、半ページ2.5万とすること、維持会員については事務局から広告掲載勧誘の手紙を送ること、学会委員配布時には会長の挨拶の手紙(有料になることのお詫び状)を入れることを確認した。

19.　その他

有冨正憲（会長）より、坂口先生提案の実験データ収集のための検討委員会を設立することを承認した。

武居昌宏(総務部会長)より、理事会の参加者の定義について説明があり、審議の結果、従来から慣用的に使われている「理事会構成メンバー」という言葉は使わない、理事会の参加者は理事とオブザーバーとし、オブザーバーは会長がその都度任命する、オブザーバーは議決権がないことを確認した。

以上

作成者：総務部会長　武居昌宏

